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3 不耕起移植栽培 が 「ほほ ほ の 穂」 の 根系生育、根 か らの い っ 泌液量、収量および

収量構成要素に及ぼす影響
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　水稲の 不耕起移植栽培は、水稲栽培の コ ス ト削減の た めの有効な選択枝の一つ で ある 。 本研究 で は、石

川県 の 奨励品種である 「ほほほの穂」 の 不耕起移植栽培の 可能性 につ い て検討 した。緩効性肥料 （LP 肥

料 ）を育苗箱 に
一
括施用 し、施肥 に 必要な 労働力 の コ ス ト削減 も狙 っ た 不耕起移植栽培に つ い て 、慣行耕

起栽培を比較対照としなが ら検討した 。

　材料およ び方法 ： 実験は 、 石川県の奨励品種 ［ほ ほほ の 穂」を用 い て 、 石川県農業総合研究 セ ン タ
ー

内の 不耕起移植栽培 4年 目の 圃場 に て 実施 した、、1998年 5J．17日 に 不耕起移植機 （イ セ キ）を用 い て 移植を

行 っ た 。 耕起 区の栽植密度 は 19．8株／ m
’
で あり、不耕起 区で は 正95 株／   で あ っ た 。 耕起区は 、 1）無

窒素施用区 （1区）、 2）慣行区 （化 学肥料施用 ； 2 区）、3 ）緩効性肥料 （LPSA ，　LPSSIOO）を育苗箱

に施用 した （以下 、 箱．一括と表示 ） （3 区）の 栽培条件と した 。 不耕起区で も、
i ）無窒素区 （7 区）、

2）慣行区 （化学肥料 ； 8 区）、 3 ）LP肥料 （箱
一

括 ； 9 区）の 条件と した 。施肥管理 の 詳細 をca　1 表

に 示 した 。 根系調査 は コ ア サ ン プル 法 （φ53mm ，400mmD ）を用 い て8月11日 と9月11日 に 実施 し、各栽培

区の 株 間に つ い て 各 々 3箇所 の コ ア サ ン プル を採取 した 。根系 コ ア は土壌 面か ら10〔m 間隔 で 分割 し、

Hydroelute　Root　Washing　Unit （Primary　Sieve　410mm ，　Gillison
”
s　Co 　Ltd．，　U ．S．A ．）を用 い て 土 を洗い流した の

ち、手作業で ゴ ミ等の 混人物を除い て 80℃ の 通風乾燥機で乾燥させたの ち乾物重を測定 した 。
8月11日 に

は、根か らの い っ 泌液量を測定し根の 生 理 活性を示す指標と した 。各区の 平均的な生育を示す 5 株に っ い

て 、茎葉部を地 際か ら8〜10  の高さ で 切除 し、前 もっ て 重 量を測定 して お い た パ フ を切除面 に か ぶ せ 、

その ．ヒを ラ ッ プ フ ィ ル ム で覆 っ た、，1時問が 経過 した の ち泌液を吸収 したパ フ を取 り除 きラ ッ プで 包んだ

ままク
ーラーボッ クス 内に て保存 し、 速やか に実験室に もど っ て パ フ 重量の 測定を行 い 泌液量を求めた 。

玄米 の 品質の 関わる食味成分は、近赤外食味分析計 （GS−2000、静岡製機）を用 い て行 っ た 。

　結果お よび考察 ： 無窒素栽培、慣行栽培、箱…括LP施用区に つ い て 、耕起区 と不耕起区の 対比で 検討

すると、8月11 日時点で は 土壌中の 各階層に よ る根関重 に有意な差異は 認められなか っ た 。 収穫後の 9fi　li

日における根系調査の結果 で は、表ma　・・10L，m 、10cm以下の 階層および総根重 で有意差が認め られ、不耕 起

区より耕起区で の 根重が大きか っ た （第 2 表） 。
LP肥料箱

一
括施用 区の 10  1以下の根重 も耕起区で 有 意

に 大きか っ た 。 耕起区内 に おける栽培条件 の 違 い に よる有意差は、9月 11日調査の 20−30cm の 階層で の み

認め られLP箱一括区で 大き か っ た 。 そ の他の 処理 区内に お い て は 有意 な 差 異 は 認 め られ な か っ た 。 耕 起

区で の 1株あたりの い っ 泌液量 は、3 区 ＞ 2区 ＞ 1区を示 し、 3区 と 2 区 、 3 区と 1区 の 問に有意差が 認

められた 。 不耕起区で は 7区 ＞ 8 区 ＞ 9区を示 し、7 区と 9区の 間に の み有意差が認められた （第 2 表）。

い っ 泌液量は、無窒素区、慣行栽培区の 双方で 耕起 区 より不耕起 区 で 大きか っ た が、LP 箱
一

括 区で は 耕

うん の 有無 に よる有意差 が 認められな か っ た、，総根乾物重および 根重 の 階層分布 に は、耕起区と不耕起 で

大きな差が 認め られなか っ た が 、 根か らの い っ 泌液 量は耕起 区よりも不 耕起区の 力
．
で 大 きい 値 を示 した

（第 3 表） 。 不耕起区 に おける根 の 活力 は耕起区よりも高 く維持 され て い るもの と考え られた 。 収量およ

び収量構成要素を第 4表に 示 した 。 耕起 ・慣行栽培区の 収量 531kg／ 10a で あり、不耕起栽培 で はLP 箱一

括区の 458kg／ 10aが 最高で そ の 他 の 栽培区 で は55％〜68 ％ の 収量で あ っ た。不耕起移植栽培 で は、穂数、 1

穂籾数が少な い た め単位 面積あ た りの 籾数が 不足 し 、
こ れが減収の 大きな 原因 と な っ て い る．初期生育の

促進 と穂肥効果を増加させ るため の 肥料 の タイプの 検討または即効性 の 化学肥料の 併用 も検討す る 必要が

あるもの と考え られる。
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